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医療の社会的責任
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　　大　谷　藤　郎
　安部英前帝京大副学長の逮捕は私たち医療人に対して衝撃を与えたぽかりかさまざまな問題を投
げ掛けた．この事件がこれからどのような経過をたどっていくのか見通しのつかない現在，そのこ
と自身について私が論評する根拠も資格もないが，少なくともこの問題が倫理的道徳的にも科学的
にも，安部氏だけの個人問題として止めてしまうのでなく私たち医療人全体の問題として考え，反
省し，他山の石とすべきであることは間違いない．
　したがって医学教育の場においても事件の判断を早急に黒白と決着して議論を終わらせてしまう
のではなく，経過やさまざまなシュミレーションを想定して，真剣に討議を深めて，「現代医療に
おいて陥りやすい欠陥」，「人間として社会として許されないものはなにか」などなどを改めて問い
直してみることが必要だ．
　薬にしても手術にしても，効能があれば，必ず副作用や危険性はつきまとう．そこで医師は両者
のバランスの上に適用するかどうかを決定する．それは当然としても，自分の得ている情報が果た
して科学的に正しいものかどうか，不十分ではないのかについては，マニュアルやルールを軽率に
鵜呑みにするのではなく，その都度個別に検討する姿勢がなければならない．またあってはならな
いことだが，不幸にも副作用が起こってしまった場合，どのように対処し行動するのか．今度の場
合もHIV感染が起こってしまってから，その事実を告知しなかったために，その妻，その子供に
までさらに二次感染させてしまったとも報道されているが，その場合の責任をどう考えるかだ．
　医師は診断・治療に責任があるだけでなく，患者の社会的側面を考える責任がある．
　しかしそのことについて若い人が何から学んでいるかだが，私は「歴史から学べ」といいたい．
私自身，水俣病，三池炭坑爆発，森永砒素ミルク中毒，サリドマイド，クロロキンなどさまざまな
事件を直接間接見てきたが，同じ間違いを二度と繰り返してはならないことばかりだ．だが，これ
らにかかわった医師の反省と歴史的教訓が今日の医療の現場にどこまで生かされているかだ．
　日本のハンセン病対策においては，人権侵害の誤ちを数十年以上にわたって続けてきたが，その
ことにかかわってきた一人として，そのつらい反省をこめて，『現代のスティグマ』と『らい予防
法廃止の歴史』（いずれも勤草書房）の二著を出版した．関心のある方はご参考に読んでいただけ
れば幸いである．医師の誤ちは加害行為となることをつねに銘記しているべきだ．
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